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アルバトロス【 次世代足場 】
手すり先行足場として対応し、作業性・安全性・拡張性に優れた特徴を実現したクサビ緊結式足場
です。従来の足場以外での幅広い仕様・用途を提供いたします。
部材はコンパクトで軽量
●クランプ等の金具が不要なので工期短縮に寄与し、現場で
　の保管場所が少なくて済むうえに、運搬費が大幅に削減可
　能です。
●枠組足場の簡単さと単管足場の自由さを兼ね備えた足場です。

本足場時の積載荷重 （標準組みの場合）

600幅でしかも広い作業空間

足場内は邪魔な補剛材がなく高さも1,800ｍｍを確保

コーナー部が広い 根がらみの設置が容易

ˍˍΑΩϋ̜̹ͤ

൳̲͈́ୟश̦ႲΑΩϋ̈́ͥͅાࣣ
൳̲͈́ୟश̦ႲΑΩϋ̞̈́ͣ̈́ͅાࣣ

ĳĶıŬŨ
ĵııŬŨ

●足場の幅610ｍｍの場合、500幅の床付き布枠を使用すること。
●同一スパン内の積載は２層までとする。
●積載荷重は積載する床付布枠の許容荷重を超えないこと。
●梁枠で構成された開口部上方の足場の全積載荷重は800kgまでとする。
●足場には最大積載荷重を表示すること。
●強化方づえを用いた棚足場等の積載荷重はマニュアルに従うこと。

高さはゆったり1,800ｍｍ！ スッキリとしたレイアウト！！ 支柱の組み合わせで段差対応も容易！
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アルバトロス【 次世代足場 】
アルバトロスは、通常スパンの部分（支柱、先行手すりブレス、布材、幅木等の標準部材のみで構成され
る部分）では、50ｍ程度まで組上げることが可能です。

●従来の枠組足場と違って、構成部材の先行手すりを使用することで、　
　より確実な手すり先行工法を実現しました。
●布板に専用幅木を設置することにより、布板部分からの人や物の落下を防止します。

●プレート（支柱フランジ）厚8ｍｍを採用することにより強度を上げ、曲がりにくく耐久性の向上を実現しました。
●緊結金具の支柱に対して、接する面積を増やすことにより、緊結力が向上しました。

●４スパンまでとなります。

現場での施工例

手すり先行工法を実現

２スパン、３スパン、４スパンの開口が可能

支柱と布板の緊結力が強固

注）積載荷重１スパン400Ｋｇ、914ｍｍ幅の場合。設置条件により多少異なります。
※安衛則第571条の３『建地の最高部から測って31ｍを超える部分の建地は、鋼管を２本組とすること。ただし、建地の下
　 端に作用する設計荷重（足場の重量に相当する荷重に、作業床の最大積載荷重を加えた荷重をいう。）が当該建地の最大使
　 用荷重（当該建地の破壊に至る荷重の1/2以下の荷重をいう。）を超えないときは、この限りではない。』

ɦ٨ୃႻ൱հמܰ௱చ؊
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またはアルバトロスのレンタル会社に
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アルバトロスの支柱は連結ピンを取り外すとステージがフラットに。また、支柱
プレートを跨いで床付き布わくを敷設できるので、隙間のない設置が可能。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※写真は組立て作業中
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開口ガード
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伸縮手すりオフセット型150～310

43.9

29.0

XRL310S
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従来のくさび緊結式足場

従来のくさび緊結式足場と違いアルバトロスは
他の類似品より進化した足場です

緊
　
結
　
力

大
組
・
大
払
し

打
　
撃
　
音

コ
ー
ナ
ー
部
段
差

支柱と布材は鉛直方向 上下ともに
緊結力が保持される。

支柱と布材は鉛直方向 1 方向しか
緊結力が保持されない。

くさびが抜ける可能性がなく、
2層 6スパンまで可能。

ポケット式くさびのため抜ける
可能性があり、適していない。

布材本体とは独立した板状の
くさびへの打撃になるので
共鳴が小さい。

Ｘ・Ｙ方向が平行で段差なし。 Ｘ・Ｙ方向に段差が出来てしまう。

布材下部にくさびがあり、
布材のパイプを直接打撃するため
共鳴し大きい。
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従来のくさび緊結式足場

大
ブ
レ
ス

支
柱
の
出
っ
張
り

床
　
材

布
材
撤
去
作
業

先行手摺ブレスは斜材の機能を
有しているため、大ブレスは必要ない。

布材撤去時に片側づつくさびを保持する
事ができ、作業しやすい。

大ブレスか単管パイプか
専用斜材が必要になる。

取り外し
不可

ステージの際に床がフラットになる。 連結ピンが出っ張ってしまう。

床材の許容荷重200kgfで不安。

取付時は良いが、撤去時に左右のくさび
を解除しながら水平に抜き取らないと、
片側持ち上げると反対側が再度ポケットに
入ってしまい作業しづらい。

エキスパンドのため、高所で下が丸見えの恐怖感。
歩く時のメッシュの弾力がある恐怖感。
作業員が上を通ると埃やゴミが落ちてくる。

床材の許容荷重250kgfで安心。

枠組足場と同じ床付き布枠が使用可能。
高所での作業も下が見えないので安心。

30

　従来型ポケット式布材一体型
くさびは片側を持上げると「てん
びん」になりやすい

連結ピン取り外し可能！
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アルバトロス型枠支保工アルバトロス型枠支保工

<足場兼支保工例>
強化方杖を用いた支保工
では、梁間方向に斜材が
無くなり、通行が可能と
なります！

クサビ緊結式足場手摺先行工法にて、支保工システムを実現。
安全性がUPし、作業性が飛躍的に向上。

31

ア
ル
バ
ト
ロ
ス



ア
ル
バ
ト
ロ
ス

アルバトロスを用いた各種型わく支保工の許容荷重一覧
許容荷重 仕様 梁間 桁行

610 ～
　182923. 5KN

先行手摺ブレス
×

先行手摺ブレス
+布材

斜材
×

先行手摺ブレス
+布材

斜材
×

先行手摺ブレス

先行手摺ブレス
×

先行手摺ブレス

強化方杖
×

先行手摺ブレス

斜材
×
斜材

23. 5KN

23. 5KN

23. 5KN

22. 7KN

22. 7KN

610 ～
　1829

610 ～
　1829

610 ～
　1829

610 ～
　1829

610 ～
　1829

610 ～
　1829

610 ～
　1829

610 ～
　1829

610 ～
　1829

610 ～
　1829

610 ～
　1829

※壁つなぎを2層全スパンで
　設けること。
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アルバトロスを用いた各種型わく支保工の標準仕様
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アルバトロス梱包方法例
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